
資料１-４

Ｒ4.6.2（木）19:00～
旭地域　総務・ＰＴＡ（制服）ＷＧ

１．制服等選定のパターンについて

　総務・ＰＴＡ（制服）ＷＧにおいて、制服等に関する方針を検討。

※ 必要に応じて保護者にアンケート等実施　➪　実施済み
※ 必要な服の種類検討
　 （制服・Ｙシャツ・ポロシャツ・体操服等（前期・後期課程）
※ 制服・体操服等のタイプ検討（ＬＧＢＴＱ対応の必要性）

　開校準備委員会において、総務・ＰＴＡＷＧが提案したアンケートの実施に
ついて了承。

　保育園・小学校・中学校の保護者を対象に、アンケート実施。

　アンケート結果に基づき、総務・ＰＴＡ（制服）ＷＧにおいて、制服等に関
する方針の詳細を検討。

　決定した校章デ 　作成する制服等 　導入の可否を検 　開校に合わせ、
ザインにより、現 の種類、タイプ、 討し、町全体での 制服を廃止
行制服・体操服等 色、対象学年、移 検討委員会を設置
の校章部分を変更 行時期等を検討 のうえ、作成する

制服等の種類、タ
　ＷＧの作成した イプ、色、対象学
方針に対する保護 年、移行時期等を
者意見を受けて再 検討
検討 ※ 時間を要し、旭

　 学園開校に間に
　 合わない

第１段階
（総務・PTAＷＧ）

旭学園　制服メーカーの選考方法について

or

or

or

第２段階
（準備委員会）

第３段階
（総務・PTAＷＧ）

第４段階
（総務・PTAＷＧ）

新たな制服・体操服等作成（前期・後期課程） 

制服廃止（前期・後期課程） 

現行制服・体操服等の校章部分のみ変更 

町内統一仕様の制服等作成 

現行制服・体

操服等の校章

部分のみ変更 

新たな制服・

体操服等作成

（前期・後期

課程） 

町内統一仕様

の制服等作成

（前期・後期

課程） 

制服廃止（前

期・後期課

程） 
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資料１-４

　総務・ＰＴＡ（制服）ＷＧにおいて、制服メーカーの選考方法を検討。

　会社概要、生産体制等 　書類及びデザイン画に 　書類及び製品見本によ
を記載した書類により選 より選考する。 り選考する。
考する方法。

＜選考のポイント＞ ＜選考のポイント＞
＜選考のポイント＞ 　デザインの好き嫌いで 　デザインの好き嫌いで
　制服メーカーとして信 はなく、コンセプトやコ はなく、企業姿勢、生産
頼をおけるか、会社概要 ーディネートに関する考 体制なども含め総合的に
、生産体制、アフターフ え方で比較。 比較する。
ォロー体制を中心に比較
する。 ＜メリット＞ ＜メリット＞

　通知から選考までが比 　実物見本を確認でき、
＜メリット＞ 較的短期間で可能。 よりイメージがつかみや
　通知から選考までが短 　デザイン画によりイメ すい。
期間で可能。 ージがつかみやすい。 　商品に触れ、着心地や
　早くメーカーを決定で 細部仕様も確認できる。
き、制服の詳細検討に時 ＜デメリット＞
間をかけられる。 　考え方やデザインより ＜デメリット＞

イラストの印象に左右さ 　通知から選考まで時間
＜デメリット＞ れやすい。 がかかる。
　デザイン提案はなく、 　実際の制服になったと
制服のイメージがつかみ きの印象（シルエット・
にくい。 雰囲気・柄イメージ）が

伝わりにくい。

　開校準備委員会において、総務・ＰＴＡＷＧが提案した制服等の方針及び制
服メーカーの選考方法について了承。

　制服メーカー選考作業を実施。

　決定した制服メーカーと、詳細について協議・検討し決定。

　体操服についても、決定した制服メーカーと協議・検討し決定。

　開校準備委員会において、決定した制服等の報告。

　新制服等の採寸。

　制服メーカーにより製作・納品。

第７段階
（保護者）

（総務・PTAＷＧ）

第８段階
（保護者）

（総務・PTAＷＧ）

第９段階
（準備委員会）

第10段階
（児童生徒）
（保護者）

（制服メーカー）

第５段階
（総務・PTAＷＧ）

第６段階
（準備委員会）

書類選考 書類＋デザイン画選考 書類＋見本選考 

書類選考 書類＋デザイン画選考 書類＋見本選考 
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資料１-４

２．制服メーカーの選考方法について（第５段階）

　（１）書類選考　＜案１＞

比較対象として考えられる会社概要・生産体制・アフ
ターフォロー体制、製品の特長・アピールポイント等
について比較審査する。

　（２）書類＋デザイン画選考　＜案２＞

案１の書類に加え、制服のデザイン及び
コンセプト、企画力等を比較審査する。

　（３）書類＋見本選考　＜案３＞

各メーカーから審査員へ
プレゼンを行わず、書類及 書類、各メーカーから審 プレゼンを行う。
び見本により比較審査する。 査員へのプレゼン内容に

より比較審査する。

児童生徒・保護者・教職員等
による自由意見を募集する。

書類、プレゼンの内容と自由意見を踏まえ
総合的に比較審査する。

プレゼン・展示会を踏まえ選考作業

各メーカー見本展示会

制服メーカーへ案内発送

制服メーカーからの参加表明受付

制服メーカーからの必要書類提出

書類審査による選考作業

制服メーカーへ案内発送

制服メーカーからの参加表明受付

制服メーカーからの必要書類・デザイン画提出

書類・デザイン画審査による選考作業

制服メーカーへ案内発送

制服メーカーからの参加表明受付

制服メーカーからの必要書類・見本提出

プレゼンテーションプレゼンテーション
による選考作業

書類・見本審査による
選考作業
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資料１-４

Ｒ4.6.2（木）19:00～
旭地域　総務・ＰＴＡ（制服）ＷＧ

１．書類選考の場合　＜案１＞

　（１）選考委員の構成

　　　①　総務・ＰＴＡ(制服）ＷＧの構成員

　　　②　その他

　（２）選考委員代表者（文書等発送者名）

　　　①　旭小学校長・旭中学校長の連名

　　　②　その他

　（３）参加依頼制服メーカー

　　　　（　　　）社

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　（４）案内文書に記載する制服の条件・価格等（要望）

　　　①　１年生～９年生まで全学年同様のタイプ・デザインとする。

　　　②　全学年男女とも紺色系のブレザータイプとし、スラックス・スカートが選択できる
　　　　　こととする。

　　　③　家庭の洗濯機で洗濯できるものとする。

　　　④　価格帯は現在の旭中学校の制服と比較して３割増程度までとし、極力抑制すること。

　　　　　　旭中学校制服の価格（税込）
　　　　　　　　男子（学生服・スラックス・カッターシャツ）　30,100円
　　　　　　　　女子（ボックス・スカート・カッターシャツ）　37,950円

　　　　※　当初のＷＧ方針とした場合の（案）

旭学園　制服メーカー選考にあたっての必要事項等について
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資料１-４

　（５）選考にあたっての評価項目（案）

　　　①　企業力（会社概要）

　　　②　生産・納入体制
企業力

　　　③　販売体制

　　　④　アフターフォロー体制

　（６）選考会（案）

　　　各選考委員の採点結果を集計し、それを基に選考作業（検討）を行い、メーカーを決定
　　する。

　（７）選考スケジュール

　　　　　　月　　旬 制服メーカーへ案内発送

　　　　　　月　　旬 制服メーカーから必要書類提出

　　　　　　月　　旬 選考会（メーカー決定）

5



資料１-４

２．書類＋デザイン画選考の場合　＜案２＞

　（１）選考委員の構成

　　　①　総務・ＰＴＡ(制服）ＷＧの構成員

　　　②　その他

　（２）選考委員代表者（文書等発送者名）

　　　①　旭小学校長・旭中学校長の連名

　　　②　その他

　（３）参加依頼制服メーカー

　　　　（　　　）社

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　（４）案内文書に記載する制服の条件・価格等（要望）

　　　①　１年生～９年生まで全学年同様のタイプ・デザインとする。

　　　②　全学年男女とも紺色系のブレザータイプとし、スラックス・スカートが選択できる
　　　　　こととする。

　　　③　家庭の洗濯機で洗濯できるものとする。

　　　④　価格帯は現在の旭中学校の制服と比較して３割増程度までとし、極力抑制すること。

　　　　　　旭中学校制服の価格（税込）
　　　　　　　　男子（学生服・スラックス・カッターシャツ）　30,100円
　　　　　　　　女子（ボックス・スカート・カッターシャツ）　37,950円

　　　　※　当初のＷＧ方針とした場合の（案）

　（５）デザイン画依頼数

　　　　（　　　）点（まで）
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資料１-４

　（６）選考にあたっての評価項目（案）

　　　①　デザインコンセプト

　　　②　サイズ設定

　　　③　学校生活に適した機能性
提案商品

　　　④　強度・耐久性

　　　⑤　価格設定

　　　⑥　旭学園に相応しい提案

　　　⑦　企業力（会社概要）

　　　⑧　生産・納入体制
企業力

　　　⑨　販売体制

　　　⑩　アフターフォロー体制

　（７）選考会（案）

　　　各選考委員の採点結果を集計し、それを基に選考作業（検討）を行い、メーカーを決定
　　する。

　（８）選考スケジュール

　　　　　　月　　旬 制服メーカーへ案内発送

　　　　　　月　　旬 制服メーカーから必要書類・デザイン画提出

　　　　　　月　　旬 選考会（メーカー決定）
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資料１-４

３．書類＋見本選考の場合　＜案３＞

　（１）選考委員の構成

　　　①　総務・ＰＴＡ(制服）ＷＧの構成員

　　　②　その他

　（２）選考委員代表者（文書等発送者名）

　　　①　旭小学校長・旭中学校長の連名

　　　②　その他

　（３）参加依頼制服メーカー

　　　　（　　　）社

　　　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　（４）案内文書に記載する制服の条件・価格等（要望）

　　　①　１年生～９年生まで全学年同様のタイプ・デザインとする。

　　　②　全学年男女とも紺色系のブレザータイプとし、スラックス・スカートが選択できる
　　　　　こととする。

　　　③　家庭の洗濯機で洗濯できるものとする。

　　　④　価格帯は現在の旭中学校の制服と比較して３割増程度までとし、極力抑制すること。

　　　　　　旭中学校制服の価格（税込）
　　　　　　　　男子（学生服・スラックス・カッターシャツ）　30,100円
　　　　　　　　女子（ボックス・スカート・カッターシャツ）　37,950円

　　　　※　当初のＷＧ方針とした場合の（案）

　（５）制服見本依頼数

　　　　（　　　）点（まで）

8



資料１-４

　（６）プレゼンテーションの要件（プレゼンテーションを行う場合）

　　　①　プレゼンテーションの時間　　（　　　）分間

　　　②　プレゼンテーションの会場　　（　　　　　　　　　　）

　　　③　プレゼンテーションの順番　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　④　各社参加可能人数　　（　　　）人まで

　（７）展示会の要件（展示会を行う場合）

　　　①　展示会の期間　　（　　　）日間

　　　②　展示会の時間帯　　（　　　）時から（　　　）時

　　　③　展示会の会場　　（　　　　　　　　　　）

　　　④　メーカー担当者立ち合いの有無　　（　　　）　

　（８）選考にあたっての評価項目（案）

　　　①　デザイン（外観美・シルエット）

　　　②　サイズ設定

　　　③　学校生活に適した機能性
提案商品

　　　④　強度・耐久性

　　　⑤　価格設定

　　　⑥　旭学園に相応しい提案

　　　⑦　企業力（会社概要）

　　　⑧　生産・納入体制
企業力

　　　⑨　販売体制

　　　⑩　アフターフォロー体制

　（９）制服見本展示会（案）（プレゼンあり・展示会あり）

　　　①　プレゼンテーションで使用した各制服メーカーの見本展示会を行う。

　　　②　旭小学校児童・旭中学校生徒・保小中保護者からの自由意見を募る。
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資料１-４

　（10-１）選考会（案）（プレゼンなし・展示会なし）

　　　各選考委員の採点結果を集計し、それを基に選考作業（検討）を行い、メーカーを決定
　　する。

　（10-２）選考会（案）（プレゼンあり・展示会なし）

　　　各選考委員の採点結果を集計し、それを基に選考作業（検討）を行い、メーカーを決定
　　する。

　（10-３）選考会（案）（プレゼンあり・展示会あり）

　　　プレゼンでの各選考委員の採点結果を集計したものと、展示会での自由意見を基に選考
　　作業（検討）を行い、メーカーを決定する。

　（11-１）選考スケジュール（プレゼンなし・展示会なし）

　　　　　　月　　旬 制服メーカーへ案内発送
※ 見本作成に１ヶ月程度必要

　　　　　　月　　旬 制服メーカーから必要書類・見本提出

　　　　　　月　　旬 選考会（メーカー決定）

　（11-２）選考スケジュール（プレゼンあり・展示会なし）

　　　　　　月　　旬 制服メーカーへ案内発送
※ 見本作成に１ヶ月程度必要

　　　　　　月　　旬 制服メーカーから必要書類・見本提出

　　　　　　月　　旬 プレゼン・選考会（メーカー決定）

　（11-３）選考スケジュール（プレゼンあり・展示会あり）

　　　　　　月　　旬 制服メーカーへ案内発送
※ 見本作成に１ヶ月程度必要

　　　　　　月　　旬 制服メーカーから必要書類・見本提出

　　　　　　月　　旬 プレゼン

　　　　　　月　　旬 展示会

　　　　　　月　　旬 選考会（メーカー決定）
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